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1．はじめに
　バイリンガル・マルチリンガル子どもネット
（Bilingual/Multilingual Child Network：BMCN）は，
2019 年 8 月 3 日に国際基督教大学ダイアログハ
ウスを会場に，国際基督教大学（ICU）教育研究
所およびグローバル言語教育研究センターの後援
を得て，2019 年度研究会を開催した。本稿は
BMCN の設立と主な活動を述べたうえで，2019
年度研究会の発表・講演・パネルディスカッショ
ン等の概要を示すものである。
2． バイリンガル・マルチリンガル子どもネッ
ト（BMCN）の設立と主な活動
　BMCN は，国内外のバイリンガル・マルチリ
ンガル環境で育つ子どもの実態の解明とその支援
のあり方の探求を目的に 2016 年に発足した研究
会で，主な活動は次の 4点である1。
① 研究や支援のあり方の探求を発表して関係者を
繋ぎ，最新の知見を共有し，啓蒙の場とするこ
とを目的に研究大会を年に一度開催すること
② 子どもがリミテッド状況2 に陥らないように，
「バイリンガル・マルチリンガル子ども相談室」
を常設して，複数言語環境で育つ子どもに関す
る保護者，教員の悩みや相談にオンラインで応
えて専門家に繋げること
③ 時代を反映する国内外の社会的，教育的課題を
「BMCN プロジェクト」として取り上げ，会
員から参加者を募って研究を経年で進め，その
成果を年次大会の「ポスター・セッション」で
発表すること
④ 国内外の喫緊の課題を「特別課題」と位置づけ
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ノート　NOTE
て，バイリンガル・マルチリンガル育成の立場
から要請文などを書いて，BMCN の声を行政
機関に届けること
　①に関しては，ICU 教育研究所の共催を得て
ICU を会場に第 1回，第 2回，第 3回の年次研究
大会を開催し，その報告が『ICU 教育研究』59
号（2016），60 号（2017），61 号（2018）の所報
に掲載されている。②に関しては，相談室開室か
らこれまで総計 22 件の相談に 7名の相談員が応
じた。③現在進行中の「BMCN プロジェクト」
は「多言語環境の子どもの受け入れに関する調
査」，「啓発パンフレットの開発」および「母子健
康手帳プロジェクト」である。④昨年度取り上げ
た特別課題は二つあり，今年はその一つを「相談
デスク（セッション 1）」で扱い，議論を深めた。
二つ目は研究会の最後に，特別課題と題して前年
度の活動，成果と今後の課題を報告した。
3．2019 年度のプログラム
　2019 年度の研究会のプログラムは次の通りで
ある。
9：30　趣旨説明　中島和子（トロント大学）
9：50　相談デスク
　セ ッション 1「日本で発達障害を疑われたブラ
ジル系児童の複言語での能力評価」松田真希
子（金沢大学）
　セ ッション 2「グレイゾーンの子どもの見方と
支援のあり方」ファシリテーター　高橋悦子
（日本ペルー共生協会）  
11：30　ポスター発表　
12：30　語り合いランチ
13：30　講演
　 「幼児期の子どもの読み書き基礎能力のアセス
メントと力を伸ばすための働きかけ」北洋輔（国
立精神・神経医療研究センター）
15：15　パネルディスカッション 
　 「大阪発『母語をなくさない日本語教育』―日
本で可能か」
　パ ネル 1「中国語と日本語の二言語能力—横断
縦断調査の結果から」真嶋潤子（大阪大学）
　パ ネル 2「公立小学校における中国語ネイティ
ブ教員の役割と可能性」于
イ
涛
タオ
（八尾市立小学校）
　パ ネル 3「ブロジェクト型学習（PBL）と BKD
（ブック大作戦）の実践」櫻井千穂（広島大学）
16：45　特別課題
　 「『日本語教育の推進に関する法律』と今後の課
題」小貫大輔（東海大学），石井恵理子（東京
女子大学），嶽肩志江（横浜国立大学）
【ポスター発表】
1） 「発達障害児のバイリンガル子育て ―多言語
環境シンガポールにおける言語選択―」重松
香奈（東京外国語大学大学院博士課程）
2） 「フィリピンにルーツをもつ中学生の自己肯定
感の高まり―居場所としてのピナットの役 
割―」西方郁子（ピナット子ども学習支援教
室コーディネーター）志摩瞳・田中優姫・深
田元美（ピナット子ども学習支援教室ボラン
ティアスタッフ）
3） 「カナダの継承日本語教育から考える日本の多
文化児童・生徒に関する継承語教育」高桑絵
里（慶應義塾大学通信教育課程）
4） 「多言語環境にある子ども達の受け入れ状況に
関する調査＜中間報告＞」嶽肩志江（横浜国
立大学）・桶谷仁美（イースタンミシガン大学）・
石井恵理子（東京女子大学）
5） 「広報グループの取組―啓発パンフレットにつ
いて（2）―」拝野寿美子・末永麻子・鈴木庸子・
森典子・宮崎幸江・柳瀬千恵美他 1名
6） 「母子健康手帳プロジェクト　構想について」
BMCN 広報グループ母子健康手帳プロジェク
トチーム：鈴木庸子（国際基督教大学）・末永
麻子（北京在住　ハーフ（ミックス）の子の母）・
森典子（豊中市教育委員会国際教室）・柳瀬千
恵美（九州大学）・拝野寿美子（神奈川大学）・
宮崎幸江（上智大学短期大学部）・盛小根恵（国
際教養大学）他 1名
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4．プログラムの概要
4.1　相談デスク
　セッション 1では，松田真希子氏より「日本で
発達障害を疑われたブラジル系児童の複言語での
能力評価」に関しての報告があった。発達障害を
疑われて通級あるいは特別支援学級で指導を受け
ている CLD 児（Culturally, Linguistically Diverse 
Children）の中に発達の問題ではなく，多言語環
境での言語習得上よくみられる状況を呈している
子どもが多くいた（松田，2017）とのことであっ
た。一時的なダブル・リミテッド状況にある，或
いはそもそもポルトガル語の方では全く問題がな
い子どもたちである。このような見立ての違いが
起こる要因として，日本での発達検査がバイリン
ガルテスターによる二言語能力評価ではないこと
を挙げ，その必要性や CLD 児の能力評価の方法
のあり方についてフロアーと議論を深めた。
　セッション 2では「グレイゾーンの子どもの見
方と支援のあり方」として，ある児童について母
語と日本語の両方で行った発達検査（奥村安寿子
氏）と，言語能力評価（DLA: Dialogic Language 
Assessment）（櫻井千穂氏）の結果が報告された。
2言語の両面から多角的且つ包括的に捉えること
で見えてくる子どもの実態と今後の支援について
参加者とともに議論した。今後の指導に向けての
アドバイスとしては，この子どもがより得意とす
る言語である母語を活用して日々の「わかる」と
「できる」を増やしていくことや，推測の苦手さ
を補うための焦点化や視覚化などの工夫，さらに
は文字の読み書きや数字，計算といった学習の「土
台」の確認・補強等が提案された。ただし，いず
れも単なる反復やプリント学習ではなく，子ども
とのやり取りや共有化の中で進めて行くことの重
要性が強調された。
4.2　ポスター発表　
　一般応募者によるポスター発表は，海外の複数
言語の環境における子育て，特に発達障害を抱え
る子について，家庭でどの言語を選択するかとい
う課題に関する研究，国内の CLD 児を地域の
NGO が居場所としての学習支援教室を通して支
えて成功した事例，カナダにおける継承語教育の
政策と現状を調査し，その知見を日本国内におけ
る継承語教育にどう生かすか考察した研究の 3件
である。BMCN プロジェクトからは，地方自治
体における外国人児童生徒の受け入れ態勢に関す
るアンケート調査，乳幼児を抱える保護者を対象
としたパンフレット作成，母子健康手帳に母語の
役割の記述を求める構想の 3件の報告があった。
4.3　講演　
　北洋輔氏は，講演「幼児期の子どもの読み書き
基礎能力のアセスメントと力を伸ばすための働き
かけ」で，心理学の研究から読み書きにつまずく
ことが児童生徒の学習全般にマイナスの影響を与
えること，そこから学齢前，早期にその要因を特
定して介入することでリスクを減らす意義を述べ
た。リスクがあるかどうかのアセスメントについ
て，教室で教師が気づき得るポイントとして①文
字を読むことへの関心，②正確に発音できるか（音
韻意識），③「グリコ」のような遊びができるか（音
韻意識），④歌詞を覚えられるか（聴覚短期記憶），
⑤文字を書くことへの関心，の 5点を提案した。
さらに，就学前の支援の基本として，文字の学習
ではなく，①文字を覚える前の素地を養う，すな
わち読み書きの土壌を培うこと，②文字は楽しい
という意識を育てること，③日々の遊びを工夫す
ることを強調した。
　支援に役立つ日々の遊びとして，しりとりやカ
ルタ，1対 1の読み聞かせが有効であることを示
し，さらに，「音韻意識」「文字への関心」などの
ポイントごと，個別・集団別ごとに，5分か 10
分程度の短時間で行える活動を数種類紹介した。
たとえば，ことばあそびとして，しりとり，手た
たき，たぬきことば，さかさことば，ことばさが
しグリコ，文字探し，絵文字しりとり，フラッシュ
カード（提示して 2秒読めなかったら読めないと
判断し繰り返す），言葉作り，虫食いことばなど
である。最後に，とくに強調すべき支援の留意点
として，リスクがある子どもに強制的に文字を教
えることは，子どもの意欲を削ぎ逆効果であるこ
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とを挙げた。関連する論文としては北（2018）を
参照されたい。
4.4　パネルディスカッション　
　パネルディスカッションは，中島和子氏による
導入のあと，8年に及ぶ研究成果をまとめた『母
語をなくさない日本語教育は可能か－定住二世児
の二言語能力』（真嶋，2019）の内容を踏まえて
真嶋潤子氏が「中国語と日本語の 2言語能力―横
断と縦断調査の結果から」と題して公立 K 小学
校の 1，3，5年次に行った 2言語能力の縦断調査
の結果を報告した。調査の前提となる日本語力・
中国語力の査定のツール（OBC3，対話型読書力
評価，DLA）および公立小学校の在籍児童を対
象に行うにあたり研究上重要な点にも触れつつ，
定住二世の中国ルーツ児の日本語を話す力と読む
力について経年的に伸びが見られるが，5年生に
なっても日本語指導の必要な子どもがかなりの割
合でいることを示した。さらに，日本語の力と中
国語の力を調べてみると，中国語の力のレベルが
「聞いて分かるだけ」，「聞いて分かり，話せる」，
「読み書きまでできる」の三つのグループの子ど
ものうち，「読み書きまでできる」子どもは，日
本語の読む力のステージがほかに比べて高いこと
を示した。
　次にネイティブ教員（中国語が母語で，現在日
本語・中国語のバイリンガル）于
イ
涛
タオ
氏が，日本生
まれ／幼少期来日の定住二世の中国ルーツ児には
小学校入学時，文字習得，発音，絵本の読み聞か
せの経験不足など学習レディネスに問題があるこ
とを指摘し，その児童に対する「S 国語」と呼ぶ
取り出し日本語教室の実践を報告した。粘土，紙，
モールや机などを使って平仮名の字形を作る，実
物や絵カード，ICT による視覚教材の利用，保護
者を巻き込む，両言語を利用する，絵を利用して
物語文を書くなどの取り組みである。観察された
取り組みの成果として，児童が両言語を使い分け
つつ自信をもって発信できるようになったこと，
作文力がついたことをあげ，ネイティブ教員が「外
国人保護者，日本人保護者，学校，地域，児童の
パイプ役」「外国人保護者の相談相手」「学校教職
員にとって多文化共生教育の資源」の役割を果た
しうる存在であることを強調した。
　最後に櫻井千穂氏は，A 小学校の日本生まれ，
日本育ちの中国ルーツ児は，日本語母語話者児童
と比べて，①日本語の読みの力が低い，②学年が
上がるにつれて本が好きでなくなるという調査結
果をもとに読む力をつけることを狙った二つの実
践について報告した（田
デン
・櫻井，2017; 櫻井，
2018）。A. プロジェクト型学習（PBL）および 
B. ブック大作戦（BKD）である。A は，週 1回 1
コマ× 36 週間，学年ごとにテーマを決めたプロ
ジェクト型の母語による授業を行った。テーマは
母学級の授業に関連するものであったり，新来児
童への学校紹介であったり，保護者あての招待状
であったり児童の学校生活に即して決められた。
その結果，中国語の読む，話す力，アイデンティ
ティの面で成果が観察できた。同じ児童に対して
行った B の実践では，読む力の把握，目標の共有，
本が読める空間の用意，ワクワクする成果物の作
成，集団指導と個別支援の組み合わせを軸に，2
つの言語を補完的に使用して 4技能とも伸ばす活
動を行った。3年生 6月から 4年生終了時までの
間の日本語の読み・書きの力の伸びをあらすじ書
きの成果物の比較を通して示した。これら二つの
実践の成功の要因として，多文化を認める学校風
土と周囲の連携の重要性を挙げた。
　フロアーとの質疑応答では，中国語（母語）を
保持している児童は家庭の言語が中国語であるこ
と，1年生の段階でリミテッド状況であった児童
が，中国語の字幕付きのドラマをよく見ることで
中国語が読めるようになり，それと共に日本語を
読む力も大きく伸びたケースの紹介があった。
5．特別課題
　前年度に続き「日本語教育の推進に関する法律」
（2019 年 6 月 28 日施行）を取り上げた。小貫大
輔氏は，これが理念法と呼ばれる法律であるため，
政策として具現化されるところまで見守り続け，
必要なら提言していく重要性を述べた。「義務教
育段階における普通教育に相当する教育の機会均
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等に関する法律」（2016 年），「学校基本法」第 1条・
17 条の法文等を吟味しながら外国籍児童生徒の
教育保障に必要な概念や法文の修正提案を解説し
たうえで，CLD 児にとっての母語の重要性や海
外在住の子女の多様性がどこまで考慮されること
になるか注視していくべきであると述べた。
　フロアーから参加したカルダー淑子氏は 2018
年 5 月に法案の政策要綱が発表されてから海外の
継承日本語に関わる教師や保護者の声およそ
2000 名分を署名の形でとりまとめて行政に届け
たことで，海外の声が法律に反映できたことを報
告した。そのうえで，海外駐在や移住後，帰国せ
ずに現地に定住した家庭の子どもや国際結婚家庭
の子どもは，グローバル人材であるにもかかわら
ず，国内から見えにくい海外の日本ルーツの子ど
もたちであること，その母語教育は，日本政府認
可・未認可の補習校，現地の公教育機関における
日本語コース，日本人コミュニティが自力で立ち
上げ，運営する小規模な親子教室などで行われて
いるが，日本政府の支援には制約が極めて大きい
ことを述べ，海外で今を生きているこれらの人材
にも目配りのある施策を求めた。
　石井恵理子氏は，子どもに関する日本語教育の
国の動向として，2000 年代に「JSL カリキュラ
ム小学校・中学校編」が作成されたこと，2014
年度に「特別の教育課程」が新設されたこと，文
科省委託事業として日本語教育学会が「外国人児
童生徒の教育を担う教員の資質・能力のモデル」
を策定したことを述べた。さらに，文化庁も日本
語教育人材の養成・研修に関する報告書を作成し
ていること，夜間中学における日本語教育も注目
され始めたことにも言及した。課題としては，こ
れらの動向の中に，幼児期に関する指針がなく，
重要な時期であるにもかかわらず行政の目が届か
ない状況をあげた。
注
1  BMCN のウェブサイトを開設し次の URL に研究会の
講演，発表の概要等を掲載している。
  https://sites.google.com/view/bmcn/BMCN-M
2  複数の言語に触れて育つ言語形成期の年少者がどの
言語も年齢相応のレベルに達していない状況のこと。
一時的なダブル・リミテッド状況と呼ぶこともある。
3 Oral Proficiency Assessment for Bilingual Children
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